
中
濃
振
興
局
長
表
彰

功
労
章
＝
第
３
分
団
分
団
長
　
櫻
井

謙
、
第
１
分
団
第
２
部
部
長
　
坪
内

豊
、
第
４
分
団
第
４
部
部
長
　

橋
利
之

可
児
市
長
表
彰

功
労
章
＝
第
１
分
団
第
１
部
団
員

宇
野
春
雄
、
第
３
分
団
第
１
部
班
長

梅
田
武
士
、
第
３
分
団
第
１
部
班
長

永
田
匠
、
第
４
分
団
第
４
部
班
長

宮
脇
健
治
、
第
４
分
団
第
４
部
団
員

日
比
野
栄
策
、
古
川
康
次

感
謝
状
＝
団
長
　
故
日
比
野
惠
勇
、

兼
山
自
衛
消
防
隊

可
児
市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
章
＝
可
児
敦
雅
、
川
合
俊

治
、永
田
賢
一（
第
１
分
団
第
１
部
）、

北
村
博
、
奥
村
順
一
、
金
子
連
、
古

田
佳
輝
、
佐
藤
拓
郎
（
第
１
分
団
第

２
部
）、
三
宅
秀
一
（
第
１
分
団
第

３
部
）、
渡
辺
誠
二
、
太
田
国
盛
、

村
井
勝
利
、
太
田
英
貴
、
桑
下
俊
治

（
第
１
分
団
第
４
部
）、長
谷
川
和
正
、

横
山
大
介
、
磯
野
昌
臣
、
板
倉
彰

（
第
２
分
団
第
１
部
）、
柘
植
光
弘
、

礒
谷
憲
次
朗
、
矢
入
稔
久
（
第
２
分

団
第
２
部
）、
杉
山
俊
也
、
加
藤
君

宜
、
山
口
裕
（
第
２
分
団
第
３
部
）、

奥
村
洋
、
梅
田
武
士
、
永
田
匠
（
第

３
分
団
第
１
部
）、
大
澤
伸
光
、
土

田
昌
義
、
林
数
馬
（
第
３
分
団
第
２

部
）、
水
野
芳
男
、
林
武
夫
（
第
３

分
団
第
４
部
）、
高
橋
和
久
、
若
尾

智
、
高
橋
将
也
、
各
務
稔
弘
（
第
４

分
団
第
１
部
）、
渡
辺
和
孝
、
若
尾

吉
男
、
太
田
徳
保
（
第
４
分
団
第
２

部
）、
渡
邊
真
史
、
道
家
祐
史
、
林

桂
太
郎
（
第
４
分
団
第
３
部
）

３
年
勤
続
章
＝
亀
谷
幸
次
、
大
雅
峰

宏
、玉
置
祐
也（
第
１
分
団
第
１
部
）、

秋
山
賢
司
、
細
野
幸
春
、
可
児
和
英

（
第
１
分
団
第
２
部
）、
吉
田
龍
二
、

三
宅
洋
弥
、
安
達
俊
喜
、
加
藤
直
樹

（
第
１
分
団
第
３
部
）、
堀
田
俊
明
、

中
村
雅
也
（
第
１
分
団
第
４
部
）、

金
本
晃
司
（
第
２
分
団
第
１
部
）、

鈴
木
直
也
、
佐
光
一
輝
、
長
沼
優
太

（
第
２
分
団
第
２
部
）、
宮
地
幸
平
、

林
宏
樹
（
第
２
分
団
第
３
部
）、
佐

橋
圭
介
、
堀
井
正
広
、
多
賀
学
（
第

２
分
団
第
４
部
）、
奥
村
尚
生
、
伊

神
朋
範
、
奥
村
高
徳
（
第
３
分
団
第

１
部
）、
堀
井
潤
、
岡
田
博
之
、
佐

藤
祐
治
、
可
児
夏
樹
、
土
田
智
樹

（
第
３
分
団
第
２
部
）、
武
藤
務
、
奥

村
英
二
、
歌
橋
龍
一
、
平
塚
圭
介
、

斎
藤
雄
太
、
澤
野
祐
二
、
山
下
充

（
第
３
分
団
第
３
部
）、
前
田
泰
司
、

徳
田
正
樹
、
三
木
孝
一
郎
、
岡
田
朋

幸
、無
笹
裕
司（
第
３
分
団
第
４
部
）、

可
児
隆
幸
、
伊
藤
雅
敏
、
加
藤
祐
規

（
第
４
分
団
第
１
部
）、
酒
井
宜
規
、

溝
口
直
行
、
国
枝
靖
生
（
第
４
分
団

第
２
部
）、
井
戸
章
仁
、
奥
村
篤
司
、

木
下
裕
康
、
肥
田
純
一
、
肥
田
朋
樹
、

横
山
厚
志
（
第
４
分
団
第
３
部
）

精
勤
章
＝
竹
之
内
重
宣
、日
比
野
勝
、

樋
口
真
也
、
奥
村
伸
、
高
木
康
宏
、

清
水
勉
（
第
１
分
団
第
１
部
）、
栗

本
洋
一
、
加
納
清
孝
、
小
池
徹
、
佐

藤
昌
臣
、
高
井
啓
史
、
貞
本
宣
良

（
第
１
分
団
第
２
部
）、
川
添
貴
由
、

三
宅
康
文
、
杁
本
和
義
、
加
藤
直
樹
、

今
井
大
輔
、
三
宅
伸
幸
（
第
１
分
団

第
３
部
）、
傍
島
聖
雄
、
梅
田
祐
資
、

溝
口
徹
、
石
橋
正
勝
（
第
１
分
団
第

４
部
）、
金
本
晃
司
、
河
合
宏
典
、

前
田
浩
介
、
江
城
恭
介
、
長
谷
川
栄

佑
（
第
２
分
団
第
１
部
）、
日
比
隼

人
、
矢
入
稔
久
、
中
上
雅
士
、
玉
置

朋
数
、
佐
光
一
輝
、
長
沼
優
太
（
第

２
分
団
第
２
部
）、
渡
邉
裕
也
、
可

児
哲
也
、
小
森
雅
博
、
大
澤
尚
也
、

林
宏
樹
（
第
２
分
団
第
３
部
）、
佐

橋
圭
介
、
月
川
雄
太
、
堀
井
正
広
、

長
沼
久
敏
、
山
田
典
明
、
金
子
伸
好

（
第
２
分
団
第
４
部
）、
吉
田
学
、
長

谷
川
邦
明
、
近
瀬
雅
仁
、
織
田
尚
利
、

永
江
陽
介
（
第
３
分
団
第
１
部
）、

大
澤
伸
光
、
岡
田
博
之
、
佐
藤
祐
治
、

可
児
夏
樹
、
世
古
勝
平
（
第
３
分
団

第
２
部
）、
歌
橋
龍
一
、
青
木
達
也
、

川
路
昭
男
、
澤
野
智
成
、
徳
永
務
、

堀
尾
雄
三
（
第
３
分
団
第
３
部
）、

無
笹
裕
司
、
山
田
聡
史
、
亀
谷
剣
一
、

織
田
浩
史
、
荒
木
義
久
、
伊
藤
祥
治
、

小
沢
勝
利
、
長
瀬
信
司
（
第
３
分
団

第
４
部
）、
伊
藤
裕
将
、
田
中
伸
哉
、

奥
村
紳
也
、
各
務
亘
、
竹
村
敏
宏

（
第
４
分
団
　
第
１
部
）、川
合
真
治
、

溝
口
直
行
、
藤
掛
辰
教
、
林
真
一
朗
、

鈴
木
康
弘
、
三
宅
伸
明
（
第
４
分
団

第
２
部
）、
井
戸
章
仁
、
山
田
英
俊
、

村
田
靖
、
加
知
大
昂
、
冨
田
直
志
、

肥
田
純
一
（
第
４
分
団
第
３
部
）、

石
井
三
博
、
加
藤
剛
、
伊
藤
雅
仁
、

水
野
準
、
松
岡
寛
朋
（
第
４
分
団
第

４
部
）

●
問
合
先

防
災
安
全
課
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市役所駐車場での観閲の様子

功労者に表彰状が授与されました

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第１部
第２部

第３部
第４部

第１部
第２部
第３部
第４部
第１部

第２部
第３部

第４部

第１部
第２部

第３部

第４部

広見、石井、広眺ケ丘
瀬田、柿田、渕之上、平
貝戸、石森
中恵土
下切、今、谷迫間、みず
きケ丘、姫ケ丘
今渡
下恵土、禅台寺、徳野南
川合、川合北
土田
矢戸、長洞、室原、塩、
坂戸、美里ケ丘
塩河、清水ケ丘
菅刈、西帷子、緑、鳩吹
台、虹ケ丘
東帷子、長坂、愛岐ケ丘、
光陽台、若葉台、帷子新町
九々利、柿下、柿下入会
羽崎、二野、緑ケ丘、羽
生ケ丘
大森、大森台、桜ケ丘、
皐ケ丘、桂ケ丘、星見台、
松伏
兼山

１
月
11
日
、
可
児
市
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
は
、
消
防
団
員
、
消

防
署
員
な
ど
消
防
に
携
わ
る
者
に
よ

る
新
年
最
初
の
行
事
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
は
、
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

当
日
、
消
防
団
員
お
よ
び
可
茂
消

防
事
務
組
合
南
消
防
署
員
ら
約
３
５

０
人
が
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
永
年
勤
続
表
彰
や
特
別
功
労

者
へ
の
表
彰
状
な
ど
の
伝
達
お
よ
び

授
与
の
後
、
団
長
職
務
代
理
者
の
小

澤
修
二
副
団
長
が
「
景
気
の
良
く
な

い
状
況
下
、
全
国
的
に
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
火
災
が
多
発
し
て
お
り
、

人
的
被
害
も
生
じ
て
い
ま
す
。
団
員

に
お
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
は
可

児
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
崇
高

な
使
命
を
遂
行
す
る
よ
う
、
誇
り
を

持
っ
て
迅
速
な
消
防
活
動
に
励
ん
で

欲
し
い
」と
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、市
役
所
に
移
動
し
、

市
長
ら
に
よ
る
観
閲
の
後
、
指
令
車

と
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
広
見
地

内
を
行
進
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

役
所
北
側
に
設
け
ら
れ
た
や
ぐ
ら
を

目
掛
け
て
、
消
防
団
の
車
両
16
台
と

署
の
は
し
ご
車
か
ら
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
市
民
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
知
事
表
彰
　

永
年
勤
続
功
労
章
＝
可
茂
消
防
事
務

組
合
消
防
司
令
補
　
可
兒
建
二
、
木

股
伸
一

勤
続
功
労
章
＝
可
茂
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令
補
　
松
本
貴
志

功
労
章
＝
第
１
分
団
分
団
長
　
可
児

義
美
、
可
茂
消
防
事
務
組
合
消
防
士

長
　
中
井
康
雄

優
秀
家
族
賞
＝
第
２
分
団
分
団
長

三
宅
鈴
夫
（
妻
）
千
恵
代
、
第
４
分

団
分
団
長
　
菅
内
桂
市
（
妻
）
八
千

代
、
第
４
分
団
第
４
部
部
長

橋

利
之
（
妻
）
和
美
、
第
４
分
団
第
４

部
団
員
　
土
谷
秀
樹
（
妻
）
友
香
理
、

第
４
分
団
第
４
部
団
員
　
水
野
哲
也

（
妻
）
志
保

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
＝

第
１
分
団
第
１
部
部
長
生
駒

昌
、

第
１
分
団
第
３
部
部
長
加
藤
正
和
、

第
１
分
団
第
４
部
部
長
可
児
敏
治
、

第
２
分
団
第
１
部
部
長
桜
井
孝
治
、

第
２
分
団
第
２
部
部
長
森
川
貢
二
、

第
２
分
団
第
３
部
部
長
渡
邉
孝
弘
、

第
２
分
団
第
４
部
部
長
水
谷
雅
之
、

第
３
分
団
第
１
部
部
長
吉
田
勝
也
、

第
３
分
団
第
２
部
部
長
土
田
幸
夫
、

第
４
分
団
第
１
部
部
長
伊
藤
修
司
、

第
４
分
団
第
２
部
部
長
可
児
大
蔵
、

第
４
分
団
第
３
部
部
長
渡
邉
強
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平
成
二
十
一
年
可
児
市
消
防
出
初
式 

新
春
を
飾
る
可
児
市
消
防
出
初
式
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
駐
車
場
の
２
会
場

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
市
民
が
見
守
る
中
、
市
中
行
進
や
一
斉
放
水
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
員

た
ち
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
の
士
気
を
高
め
、
結
束
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。 

地
域
の
守
り

地
域
の
守
り 

決
意
新
た
に

決
意
新
た
に 
地
域
の
守
り 

決
意
新
た
に 

厳
粛
に
式
典
を
挙
行

功
労
者
を
表
彰
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